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�����������

　
　
　
北
海
道
と
共
同
で
亀

　
　
　
田
川
の
整
備
の
た
め
の

機
関
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

市
民
と
共
同
で
亀
田
川
の
魅
力

を
体
験
で
き
る
遊
歩
道
な
ど
の

施
設
の
整
備
は
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
亀
田
川
で
は
、
各
種

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、
ご
み

拾
い
を
し
て
い
る
が
、
行
政
と

し
て
亀
田
川
を
ご
み
捨
て
場
と

し
な
い
た
め
に
、
市
民
意
識
の

変
革
に
取
り
組
み
む
べ
き
で
は

な
い
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　

�
      

　
亀
田
川
を
整
備
す
る

�
      

た
め
の
機
関
の
設
置
と

市
民
と
共
同
で
の
整
備
は
、
関

係
機
関
、
町
会
、
団
体
な
ど
と

の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
、
自

然
環
境
等
に
配
慮
し
な
が
ら
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。
　
　�

　
ま
た
、
き
れ
い
な
街
を
つ
く

る
と
い
う
意
識
の
醸
成
は
重
要

で
あ
り
、
新
た
な
手
法
を
取
り

入
れ
る
な
ど
、
意
識
啓
発
を
一

層
強
化
し
た
い
。
　
　
　
　
　

（
答
弁
者
　
市
長
・
環
境
部
長
・
土
木
部
長
）

　�
���������

　
　
　
　
男
女
共
同
参
画
推
進

　
　
　
の
拠
点
と
な
る
女
性
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
制
度
導

入
に
あ
た
っ
て
、
導
入
時
期
な

ど
、
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て

き
た
の
か
。
ま
た
、
当
該
セ
ン

タ
ー
の
事
業
内
容
が
多
岐
に
及

ぶ
こ
と
な
ど
か
ら
、
公
募
や
選

考
に
あ
た
っ
て
は
、
十
分
配
慮

し
、
選
定
委
員
会
に
は
、
外
部

の
専
門
家
も
加
え
る
こ
と
を
積

極
的
に
考
え
て
は
ど
う
か
。
　

　
　
　
　
女
性
セ
ン
タ
ー
を
含

　
　
　
め
既
存
の
公
の
施
設
に

つ
い
て
は
、
平
成
１８
年
９
月
ま

で
に
直
営
管
理
か
、
指
定
管
理

者
に
委
託
す
る
か
を
決
め
る
必

要
が
あ
り
、
関
係
部
局
で
の
検

討
の
結
果
、
導
入
を
平
成
１８
年

４
月
か
ら
と
し
た
が
、
今
後
、

関
係
条
例
を
整
備
し
た
後
、
具

体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

　
ま
た
、
選
定
委
員
の
構
成
も

検
討
の
上
、
条
例
改
正
ま
で
に

は
一
定
の
方
向
を
示
し
た
い
。

（
答
弁
者
　
総
務
部
長
・
市
民
部
長
）

　�
����

　
第
２
回
臨
時
会
は
、
５
月
２５

日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
２
日

間
と
決
定
し
、
５
月
２６
日
ま
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
　
　
　

�

本
臨
時
会
は
、
市
議
会
の
中

間
改
選
期
と
な
る
こ
と
か
ら
、

議
長
・
副
議
長
の
選
挙
を
行
っ

た
ほ
か
、
議
会
運
営
委
員
会
な

ら
び
に
総
務
・
経
済
・
建
設
・

民
生
の
４
常
任
委
員
会
の
委
員

を
選
出
し
、
各
委
員
会
で
正
副

委
員
長
を
決
定
す
る
な
ど
、
議

会
内
の
各
種
人
事
に
つ
い
て
決

定
い
た
し
ま
し
た
。
　
　
　
　

（
議
会
内
人
事
や
会
派
構
成
等

に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
以
降

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

参
照
下
さ
い
。
）
　
　
　
　
　

�
ま
た
、
議
案
に
つ
い
て
は
、

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
や
監
査
委
員
の
選
任

の
同
意
な
ど
の
議
案
６
件
が
提

案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
・
承

認
い
た
し
ま
し
た
。
　
　
　
　

　�
��

　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
は
、
平
成
１６
年
度

の
決
算
見
込
み
で
歳
入
が
歳
出

に
不
足
す
る
見
込
み
と
な
っ
た

　�
����

こ
と
で
、
繰
上
充
用
を
行
う
ほ

か
、
平
成
１６
年
度
の
療
養
給
付

等
負
担
金
の
超
過
交
付
分
を
国

に
返
還
す
る
た
め
、
歳
入
・
歳

出
に
そ
れ
ぞ
れ
７
億
２
３
３
３

万
５
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後

の
歳
入
歳
出
予
算
額
を
３
１
８

億
６
２
１
８
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　�
��

☆
国
民
健
康
保
険
条
例
　
　
　

�

国
民
健
康
保
険
法
お
よ
び
国

民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
一
般
被
保
険
者

に
係
る
基
礎
賦
課
総
額
等
の
算

定
方
法
に
関
す
る
規
定
を
整
備

　�
������������

�����

す
る
も
の
で
す
。
施
行
期
日
は

交
付
の
日
か
ら
と
な
り
ま
す
が
、

一
般
被
保
険
者
の
基
礎
賦
課
総

額
等
の
算
定
方
法
の
改
正
規
定

に
つ
い
て
は
、
平
成
１７
年
度
以

降
の
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て

適
用
し
、
平
成
１６
年
度
分
ま
で

の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
従
前

の
規
定
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
　

　�
�

問�答�

問�答�

亀
田
川
の
都
市
施
設�

　
　
と
し
て
の
整
備�

　
　
　 

石
井
　
　
満
　
議
員�

　
　
　
　
　
民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト�

女
性
セ
ン
タ
ー
の�

指
定
管
理
者
導
入�

　
　
　 

竹
花
　
郁
子
　
議
員�

　
　
　
　
　
　
　
　
無
　
所
　
属�

補
正
予
算�

条
例
改
正�

▲
▲
▲
▲ 

第
2
回
臨
時
会 

▼
▼
▼
▼�

つ
づ
き�

つ
づ
き�

第
2
回
臨
時
会
�

議
案
採
決
結
果
�

結
果
は
議
案
に
そ
れ
ぞ
れ
表
示�

◎
＝
満
場
一
致
で
可
決
・
承
認�

補
正
予
算
・・・・・・・・・・・
１
件�

　 

◎
国
民
健
康
保
険
事
業�

　
　
　
　
　 

特
別
会
計�

専
決
処
分
・・・・・・・・・・・
１
件�

　 

◎
市
税
条
例
の
一
部
改
正�

条
例
改
正
・・・・・・・・・・・
２
件�

　 

◎
国
民
健
康
保
険
条
例�

　 

◎
市
議
会
委
員
会
条
例�

人
事
案
件
・・・・・・・・・・・
２
件�

　 

◎
監
査
委
員
の
選
任
の�

　
　
　  

　
　
同
意（
２
件
）�

一
般
質
問�
一
般
質
問�
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　議会では、正副議長、議会選出監査委員、常任委員会正副委員長、議会運営委員会正副委
員長の各役職等の任期を２年としていることから、第２回臨時会において正副議長の選挙を
行ったほか、総務・経済・建設・民生の４常任委員と議会運営委員会の委員を選出し、正副
委員長を選出いたしました。�

　�　�
�

　�　
委
員
長
　
能
　
川
　
邦
　
夫�

　
副
委
員
長
　
井
　
田
　
範
　
行�

　
委
　
員
　
高
　
橋
　
　
　
亨�

　
委
　
員
　
阿
　
部
　
善
　
一�

　
委
　
員
　
能
登
谷
　
　
　
公�

　
委
　
員
　
白
　
崎
　
憲
司
郎�

　
委
　
員
　
金
　
澤
　
浩
　
幸�

　
委
　
員
　
茂
　
木
　
　
　
修�

　
委
　
員
　
丸
　
尾
　
隆
　
子�

　
委
　
員
　
岡
　
　
　
義
　
次�

　
委
　
員
　
斉
　
藤
　
勝
　
昭�

　
委
　
員
　
森
　
　
　
　
　
祐�

　
委
　
員
　
中
　
市
　
敏
　
樹�

�����

　
　
　
　
　
浜
　
野
　
幸
　
子�

　
　
　
　
　
高
　
橋
　
　
　
亨�

������

（
議
　
員
）
本
　
間
　
　
　
新�

（
議
　
員
）
白
　
崎
　
憲
司
郎�

（
補
充
議
員
）
小
　
山
　
直
　
子�

�

議
会
運
営
委
員
会�

　
議
会
の
円
滑
な
運
営
を
図
　

る
た
め
に
、
各
会
派
か
ら
委
　

員
が
出
て
お
り
、
会
期
日
程
、

議
案
の
取
り
扱
い
な
ど
議
会
　

運
営
に
関
す
る
協
議
を
行
い
　

ま
す
。�

��������������

　
　
　
　
　
熊
　
坂
　
成
　
剛�

　
　
　
　
　
能
登
谷
　
　
　
公�

　
　
　
　
　
出
　
村
　
勝
　
彦�

　
　
　
　
　
中
　
江
　
捷
　
二�

　
　
　
　
　
吉
　
田
　
崇
　
仁�

　
　
　
　
　
森
　
　
　
　
　
祐�

����

　
　
　
　
　
板
　
倉
　
一
　
幸�

　
　
　
　
　
井
　
田
　
範
　
行�

　
　
　
　
　
茂
　
木
　
　
　
修�

就
任
に
あ
た
っ
て�

就
任
に
あ
た
っ
て�

副 議 長�
北 原 善 通�

議 長�
福 島 恭 二�

議 会 人 事�議 会 人 事�議 会 人 事�

議
会
運
営
委
員
会�

　
　
　
　
　
　
　
　（
１３
名
）�

議
会
選
出
の
監
査
委
員�

函
館
湾
流
域
下
水
道�

事
務
組
合
議
会
議
員�

お
よ
び
同
補
充
議
員�

函
館
圏
公
立
大
学�

広
域
連
合
議
会
議
員�

議
会
推
薦
の
農
業
委
員�

　
こ
の
た
び
、
前
期
２
年
間
に
引
き
続
き
、
後
期
の
市
議
会

正
副
議
長
の
任
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
身
に

余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
職
責
の
重
大
さ
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
　
　�

　
当
市
は
平
成
の
大
合
併
道
内
第
１
号
と
し
て
、
昨
年
１２
月

に
５
市
町
村
が
合
併
し
ま
し
た
。
将
来
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
発
展
し
、
市
民
の
皆
様
が
「
合
併
し
て
良
か
っ
た
。」

と
実
感
で
き
る
街
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
地
域
の
悲
願
で
あ

っ
た
新
幹
線
の
建
設
着
工
が

決
定
し
、
こ
れ
を
地
域
経
済

の
起
爆
剤
と
す
べ
く
、
地
域

一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を

進
め
て
行
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
国
や
地
方
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
非
常
に
厳
し
い
状
況

に
あ
り
、
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
年
金
や
社
会
保
障
の

問
題
な
ど
、
数
多
く
の
重
要

課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
さ
ら
に
今
後
は
、
本
格
的
な
地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
公
正
・
公
平
で
効

率
的
な
議
会
運
営
に
努
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
分
権
時
代

に
対
応
で
き
る
議
会
を
目
指
し
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、

函
館
を
魅
力
と
活
力
に
溢
れ
る
街
と
す
る
た
め
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
、
よ
り
一
層
の

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
、

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�


